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事業戦略ベクトルを合わせた研究所変革

研究所の品質変化研究所の品質変化研究所の品質変化研究所の品質変化

90年代以前年代以前年代以前年代以前 2000年代年代年代年代～～～～

機 能

事業から独立した開発事業から独立した開発事業から独立した開発事業から独立した開発
個人固有の要素技術深掘り個人固有の要素技術深掘り個人固有の要素技術深掘り個人固有の要素技術深掘り
機能・性能チャンピオン開発機能・性能チャンピオン開発機能・性能チャンピオン開発機能・性能チャンピオン開発

自前主義自前主義自前主義自前主義

事業戦略に整合した開発事業戦略に整合した開発事業戦略に整合した開発事業戦略に整合した開発
時宜に合った要素技術構築時宜に合った要素技術構築時宜に合った要素技術構築時宜に合った要素技術構築

機能・性能・信頼性・コストの同時開発機能・性能・信頼性・コストの同時開発機能・性能・信頼性・コストの同時開発機能・性能・信頼性・コストの同時開発
協業主義協業主義協業主義協業主義

性能

大学研究室が理想の姿大学研究室が理想の姿大学研究室が理想の姿大学研究室が理想の姿
じっくりとじっくりとじっくりとじっくりと

アカデミックな成果（論文，学位）アカデミックな成果（論文，学位）アカデミックな成果（論文，学位）アカデミックな成果（論文，学位）

事業貢献事業貢献事業貢献事業貢献
スピード第一主義スピード第一主義スピード第一主義スピード第一主義

事業貢献性か利益、売上、特許事業貢献性か利益、売上、特許事業貢献性か利益、売上、特許事業貢献性か利益、売上、特許

信頼性

研究者の要素技術の高さ研究者の要素技術の高さ研究者の要素技術の高さ研究者の要素技術の高さ
研究者は別の人種研究者は別の人種研究者は別の人種研究者は別の人種
研究所の担当範囲固執研究所の担当範囲固執研究所の担当範囲固執研究所の担当範囲固執

研究者の要素枝術の高さ研究者の要素枝術の高さ研究者の要素枝術の高さ研究者の要素枝術の高さ
パートナーパートナーパートナーパートナー

工場駐在・顧客接触工場駐在・顧客接触工場駐在・顧客接触工場駐在・顧客接触

研究所風土変化研究所風土変化研究所風土変化研究所風土変化

従来従来従来従来 現在現在現在現在

開発姿勢

他動的：世の中に目標がある他動的：世の中に目標がある他動的：世の中に目標がある他動的：世の中に目標がある
受身的：指示受身的：指示受身的：指示受身的：指示

機能・性能チャンピオン機能・性能チャンピオン機能・性能チャンピオン機能・性能チャンピオン
曖昧納期曖昧納期曖昧納期曖昧納期

自主的：目標探し自主的：目標探し自主的：目標探し自主的：目標探し
能動的：提案能動的：提案能動的：提案能動的：提案

機能・性能・信頼性・コスト機能・性能・信頼性・コスト機能・性能・信頼性・コスト機能・性能・信頼性・コスト
スピード第一スピード第一スピード第一スピード第一

研究所／工場

との関係

相互独立スタイル相互独立スタイル相互独立スタイル相互独立スタイル
研究所はお客様研究所はお客様研究所はお客様研究所はお客様

協業スタイル協業スタイル協業スタイル協業スタイル
費用負担／リターン費用負担／リターン費用負担／リターン費用負担／リターン

研究者意識
要素技術の深奥要素技術の深奥要素技術の深奥要素技術の深奥
アカデミズムアカデミズムアカデミズムアカデミズム

要素技術／製品化の両輪要素技術／製品化の両輪要素技術／製品化の両輪要素技術／製品化の両輪
事業貢献（コスト，納期意識）事業貢献（コスト，納期意識）事業貢献（コスト，納期意識）事業貢献（コスト，納期意識）

2000年代前半の業績悪化
と、市場志向への高まりに
より研究所のあり方も大きく
変化を迫られたようである。

研究所風土、品質に関しても
従来のスタイルから脱却し
より実効的、収益重視を
鮮明の打ち出すことで、事業

の創出や、既存競争力のあ
る製品のより強化を明確して
いる。

3<知識創造企業における研究部門の改革 山崎宏之他より引用>
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研究開発テーマ種別と概要研究開発テーマ種別と概要研究開発テーマ種別と概要研究開発テーマ種別と概要
大きく以下の3種類の研究に分けられている。

１．「基礎基盤研究」１．「基礎基盤研究」１．「基礎基盤研究」１．「基礎基盤研究」

２．「先行開発プロジェクト」２．「先行開発プロジェクト」２．「先行開発プロジェクト」２．「先行開発プロジェクト」

３．「事業部からの受託開発」３．「事業部からの受託開発」３．「事業部からの受託開発」３．「事業部からの受託開発」

■基礎基盤研究■基礎基盤研究■基礎基盤研究■基礎基盤研究
中長期的な視点から、将来、事業化が期待できる製品技
術や基礎的なテーマについて研究を行っている。
先端技術総合研究所が中核となっているが、分野に他の
各研究所と共同で基礎研究を進めることもある。

■先行開発プロジェクト■先行開発プロジェクト■先行開発プロジェクト■先行開発プロジェクト
市場のニーズにマッチした製品の開発に必要とされる要素
技術の研究開発や、新製品の企画・開発を行っている。
ひとつは、最初に基礎研究としてスタートし、やがて製品化

の見通しがついた段階でスタッフも含め、受託開発や重点
プロジェクトに移行する。

■受託開発（事業部門より）■受託開発（事業部門より）■受託開発（事業部門より）■受託開発（事業部門より）
事業部ニーズからプロジェクトを始め、必要な開発スタッフ
を集める受託研究がある。この場合は「事業部、製作所の

主導」で行われる。このプロジェクトの内でも特に複数の研
究所が関与する場合は「重点プロジェクト」とされる。

事業部門からの
受託プロジェクト

重点プロジェクト

先行開発プロジェクト

基礎基盤研究

事業部門

開発本部

短期 1年～2年 長期2年～3年 3年～5年

実施主体

事業化期間

市場ニーズ志向

技術シーズ志向

研究開発テーマ種別と概要
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先行開発テーマ概略フロー
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4月 10-11月 ４月 9月 10-11月 4月 9月 3月

計画立案
フィージビリティ検討
先行技術調査

先行開発提案

開発本部開発本部開発本部開発本部

評価

先行開発（初年度）

採用
事業化
提案

中間成果報告
2年目開発提案

提案 評価提案

事業本部・事業所

事業化
提案

開発本部開発本部開発本部開発本部

先行開発（2年目）

完了報告

採用

不採用

重点プロジェクト

受託開発に移行

キックオフ
会議

提案 回答

提案
フィード

バック
回答

提案

事業化想定部門
情報交換

事業化想定部門

完了報告

研究開発成果が事業化として成立する事が重要

事業部門に“引き取り手”がなければならない

次年度前年度 初年度

開発テーマの審議会は、技師長（各事業本部クラス）の技師長会での審議と推測される。

技師長会は年2回で役員技監、技師長で20名ほど出席するとある。（日経産業2007/6/30）
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■■■■ コア技術の確認コア技術の確認コア技術の確認コア技術の確認

新規事業を立上げるため,その競争力の源泉として「XX電機の

核となる技術」が最低１つは含まれていていなければならず，そ
のコア技術がどれだけ強化されたかという観点で，先行開発プ
ロジェクトで、その技術がどう活かされたのかを確認する仕組み
である。

コア技術を48個指定し,先行開発プロジェクトでは単一又は複

数のコア技術強化を指定し分析，計画書への記載をすることで
コア技術の進展状況をビジュアルにチェックする仕組みとしてい
る。（コア技術：次頁）

サブアイテムごとに以下を明確に指定する。

①担当する部門、部署①担当する部門、部署①担当する部門、部署①担当する部門、部署
②コア技術の活用区分②コア技術の活用区分②コア技術の活用区分②コア技術の活用区分
③コア技術の目標レベル③コア技術の目標レベル③コア技術の目標レベル③コア技術の目標レベル

以上につきプロジェクト開始前と完了時点での比較・変化を見
る。 40テーマについて１テーマずつこれを全件実施する。審議
は約2日間で開発担当役員は全行程出席する。

新事業創出が最重要ミッションであり，プロジェクトの成功率新事業創出が最重要ミッションであり，プロジェクトの成功率新事業創出が最重要ミッションであり，プロジェクトの成功率新事業創出が最重要ミッションであり，プロジェクトの成功率
を高め，新事業立上げの成功率を引き上げる意昧でこの評価を高め，新事業立上げの成功率を引き上げる意昧でこの評価を高め，新事業立上げの成功率を引き上げる意昧でこの評価を高め，新事業立上げの成功率を引き上げる意昧でこの評価
プロセスは極めて重要視されているプロセスは極めて重要視されているプロセスは極めて重要視されているプロセスは極めて重要視されている。

先行開発プロジェクト評価方法（２）
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F(Frontier Development)

新規技術領域

既存領域

革新領域

既存

コア技
術

強化拡大

新領域で
活用

革新
不連続な
進歩

アプリケー
ション活用

E（Enforcement) G(General Application)

I(Innovation)

汎用化領域

コア技術の活用区分コア技術の活用区分コア技術の活用区分コア技術の活用区分

コア技術目標レベル

グローバルNo1

グローバル一流

国内NO1

国内一流


